
54321

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（三
二
）

奈
良
。飛
鳥

京

跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
春
村
岡

調
査
期
間
　
　
第
五

一
次
調
査
　
一
九
七
六
年

（昭
５．
）
一
月
１
四
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

調
査
担
当
者
　
菅
谷
文
則

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
中

頃
―
七
世

紀
末

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

史
跡
伝
承
飛
鳥
板
蓋
宮
跡
を

Ｄ

中
心
と
す
る
飛
鳥
盆
地
一
帯
は
、

剖

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

の
継
続
的
な
調
査
に
よ
り
、
七

世
紀
中
頃
か
ら
七
世
紀
末
頃
ま
で
の
宮
殿
跡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
遺
構

群
を

「飛
鳥
京
跡
」
と
称
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
三
期
の
遺
構
が
重
層
し
て
お

り
、
最
上
層
の
Ⅲ
期
遺
構
が
後
岡
本
宮
跡

・
飛
鳥
浄
御
原
宮
跡
に
比
定
さ
れ
て

い
る
。
下
層
の
Ｈ
期
遺
構
は
飛
鳥
板
蓋
宮
跡
と
推
定
さ
れ
る
が
、
全
容
は
明
ら

か
で
な
い
。
Ⅲ
期
遺
構
は
、
内
郭

・
エ
ビ
ノ
コ
郭

・
外
郭
の
三
地
区
に
大
別
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

調
査
地
は
、
伝
承
飛
鳥
板
蓋
宮
跡
と
し
て
遺
構
が
復
原
さ
れ
て
い
る
場
所
の

東
方
約

一
〇
〇
ｍ
の
地
点
で
、
飛
鳥
寺
か
ら
石
舞
台
古
墳
に
至
る
県
道
の
西
に

隣
接
す
る
。
こ
の
地
点
は
、
飛
鳥
京
跡
Ⅲ
期
遺
構
外
郭
の
東
限
を
示
す
南
北
方

向
の
柱
列
お
よ
び
溝
の
存
在
す
る
場
所
で
あ
り
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
外
郭
東

限
と
な
る
石
組
み
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
七
四

一
〇
が
検
出
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
七
四

一
〇

東
側
壁
の
掘
形
か
ら
は
七
世
紀
第
４
四
半
期
頃
の
平
瓦
片
が
出
土
し
て
お
り
、

Ｓ
Ｄ
七
四

一
〇
の
構
築
年
代
も
そ
の
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
七
四

一
〇
が
検

出
さ
れ
た
遺
構
面
の
下
層
は
、
青
灰
色
ま
た
は
緑
灰
色
を
呈
す
る
粘
質
の
極
細

砂
層
で
、
三
〇
―
四
〇
伽
の
厚
さ
が
あ
る
。
こ
の
層
の
下
は
緑
灰
色
ま
た
は
暗

灰
色
の
粘
質
土
層
で
、
こ
の
層
の
上
面
で
、
多
量
の
木
片
類
が
詰
ま
っ
た
土
坑

状
遺
構
Ｓ
Ｘ
七
五
〇

一
が
検
出
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｘ
七
五
〇

一
は
北
西
か
ら
南
東
に
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長
い
、
長
軸
約
六
ｍ
短
軸
約
三

・
五
ｍ
の
楕
円
形
の
土
坑
で
あ
る
が
、
明
確
な

掘
り
込
み
一肩
を
も
た
ず
、
自
然
地
形
の
傾
斜
の
方
向
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

自
然
な
窪
地
に
木
片
類
が
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｘ
七
五
〇

一

出
土
の
遺
物
に
は
後
述
す
る
木
簡
の
ほ
か
、
木
工
具
に
よ
る
削
婿
、
加
工
木
片
、

自
然
木
片
、
種
子
、
土
器
片
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
密
着
し
て
堆
積

し
、
間
に
土
砂
を
あ
ま
り
含
ま
ず
、
腐
蝕
状
況
も

一
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ

ま
り
時
間
を
置
か
ず

一
度
に
投
棄
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
遺
構
が
存
在
す

る
層
か
ら
は
、
日
径
が
九
―

一
〇
伽
に
復
元
さ
れ
る
須
恵
器
杯
片
が
出
土
し
て

い
る
。
須
恵
器
杯
は
、
蓋
に
返
り
を
も
つ
も
の
と
身
に
返
り
を
も
つ
も
の
と
が

含
ま
れ
る
が
、
蓋
の
端
が
三
角
形
に
垂
れ
下
が
る
型
式
の
杯
蓋
は
全
く
含
ま
れ

な
い
。
出
土
土
器
の
年
代
観
に
よ
る
と
、
こ
の
上
層
は
七
世
紀
中
頃
ま
で
に
形

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
Ｓ
Ｘ
七
五
〇

一
か
ら
出
土
し
た
。
合
計
二
七
点
が
出
土
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
訳
は
、
付
札
七
点
、
荷
札
二
点
、
断
片
五
点
、
削
層

一
三
点
で
あ
る
。

木
簡
は
、　
一
括
採
集
し
た
木
片
を
洗
浄
す
る
過
程
で
検
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
土
坑
内
で
の
正
確
な
分
布
状
況
は
判
然
と
し
な
い
が
、
採
集
さ
れ
た
日

付
と
地
点
、
出
土
点
数
の
関
係
に
よ
る
と
、
大
半
の
木
簡
は
土
坑
東
北
縁
寄
り

で
出
土
し
た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
な
分
布
状
況
は
、
木
簡
が
他
の
木
片
類
と
同

時
に

一
括
し
て
投
棄
さ
れ
、
投
棄
直
前
に
も
同
じ
場
所
に
あ
つ
た
蓋
然
性
が
高

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
、
木
簡
は
互
い
に
密
接
な
関
連
性
を
も
つ
と
み
ら

れ
る
。

1977年以前出上の木簡
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８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

木
簡
は
現
在
も
出
土
当
時
と
ほ
ぼ
同
じ
状
態
を
保
っ
て
お
り
、
奈
良
県
立
橿

原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
木
器
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
の
釈

読
は
出
土
当
時
、
岸
俊
男

・
和
田
率
の
両
氏
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
が
、
本
稿
執

筆
に
あ
た
り
実
物
を
再
調
査
し
、
釈
文
の
再
確
認

・
再
検
討
を
行
な
っ
た
。

ω

　

「
＜

大

花

下

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Φ
蒙

Ｐ
要

釦

霊

〔花
力
〕

②
　
　
×
□
上
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

溢
隻
∞
Φ‘

①

　

「
＜

小

山

上

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⇔
泉

Ｐ
受

卜

Φ
駕

④

　

「□
小
乙
下
階
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽巽
］巽
『
目

①

　

大
乙
下
階
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

〔
小
花
力
〕

「
＜
□
□

□
□
□
□

『乙
』

乙五
白

□
不
足
」

「□
□
□
□
」

（卜
∞
）
×
〕
］
×
∞
　
ｏ
∞
Φ

Ｏ
Ｏ
牌

Ｏ
Φ
Ｐ

Ｏ
Ｏ
Ｐ

Ｏ
Φ
Ｐ

ｏ
∞
×
Ｎ
ｏ
×
∞
　
Φ
Ｐ
μ

お
Ｖ
ん
Ｌ

い
は
ほ
ぼ
完
形
の
付
札
で
、
上
部
に
切
込
み
が
あ
る
。
平
滑
に
整
え
ら
れ
た

表
側
に
の
み
墨
書
が
あ
り
、
裏
側
は
割
か
れ
た
ま
ま
で
調
整
さ
れ
て
い
な
い
。

表
側
中
央
に
や
や
右
上
が
り
の
文
字
で

「大
花
下
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
大
花

下
は
大
化
五
年

全
ハ
四
九
）
二
月
に
制
定
さ
れ
た
冠
位
十
九
階
の
第
八
階
に
あ

た
り
、
天
智
三
年

全
ハ
エハ
四
）
二
月
丁
亥
に
改
正
さ
れ
た
冠
位
二
十
六
階
で
は
、

「花
」
が

「錦
」
に
改
め
ら
れ
、
錦

・
山

・
乙
に
つ
い
て
は
上

。
下
の
三
階
に

中
階
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
『日
本
書
紀
』
に
基
づ
け
ば
、
大
花
下
の
冠
位
は

大
化
五
年
二
月
か
ら
天
智
三
年
二
月
ま
で
の
一
七
年
間
に
限
つ
て
施
行
さ
れ
た

こ
と
と
な
り
、
こ
の
木
簡
も
こ
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
み
て
ま
ず
疑
い
な
い
。

②
は
上
部
が
折
損
し
、
下
端
部
の
み
残
存
し
て
い
る
。　
一
文
字
目
は
折
損
に

よ
り
判
読
し
が
た
い
が
左
側
に
縦
画
の
墨
痕
が
あ
り
、
二
文
字
目
が

「上
」
で

あ
り
、
ω
と
同
様
に
冠
位
を
記
し
た
も
の
と
類
推
で
き
る
こ
と
か
ら
、
「花
」

と
読
ん
で
お
ぐ
。
形
状
や
内
容
か
ら
考
え
て
、
０
よ
り
若
千
大
き
め
の
同
形
の

付
札
に
冠
位
が
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

①
は
完
形
の
付
札
で
、
上
部
に
切
込
み
が
あ
る
。
上

。
下
端
と
も
に
表
裏
両

。
「
＜
白
髪
ア
五
十
戸
」

。
「
＜
破
十
日
　
　
　
」

〔
十

ロ
カ
〕

十
戸
□
□
□
」

［
ア
カ
〕

「
＜
□
□
□
回
□
」

牌
の
『
×

］
⇔
×

ふ
　

ｏ
∞
Ｎ

（
∞
Ｐ
）
×

Ｐ
『
×

］
　

ｏ
μ
Φ

μ
Φ
∞
×

］
∞
×

卜
　

ｏ
∞
］
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1977年以前出土の木簡

面
か
ら
刃
を
入
れ
た
後
に
折
り
曲
げ
て
切
断
さ
れ
た
ま
ま
で
、
削
り
に
よ
る
最

終
的
な
調
整
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
墨
書
は
表
側
中
央
に

「小
山
上
」
と
あ
る
。

「上
」
は
右
下
が
り
に
書
か
れ
て
い
る
。
小
山
上
の
冠
位
は
大
化
五
年

全
ハ
四

九
）
の
冠
位
十
九
階
に
み
え
、
天
智
三
年
の
冠
位
二
十
六
階
で
も
存
続
し
、
天

武

一
四
年

全
ハ
八
五
）
一
月
ま
で
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

い
も
冠
位
を
記
載
し
た
木
簡
で
あ
る
が
、
上
下
に
切
り
込
み
は
な
く
、
小
形

長
方
形
の
木
札
で
あ
る
。
表
側
に
は
若
子
の
凹
凸
が
あ
る
が
、
一異
側
は
凹
凸
が

激
し
く
厚
み
も

一
様
で
は
な
い
。
表
側
に
は
細
筆
で

「小
乙
下
階
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
「小
」
の
上
に
は
や
や
筆
太
に
横
棒
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
文
字
と

も
何
か
の
印
と
も
判
断
し
が
た
い
。
小
乙
下
も
①
と
同
様
に
大
化
五
年
か
ら
天

武

一
四
年
ま
で
施
行
さ
れ
た
冠
位
で
あ
る
。

⑪
は
削
暦
で
右
半
分
が
残
り
、
右
辺
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
文
字
も
右

側
の
一
部
し
か
残

っ
て
い
な
い
が
、
残
画
か
ら

「大
乙
下
階
」
と
判
読
で
き
る
。

同
じ
く
大
化
五
年
か
ら
天
武

一
四
年
ま
で
施
行
さ
れ
た
冠
位
で
あ
る
。

０
は
幅
の
細
い
小
形
の
付
札
で
、
下
部
は
折
損
し
て
い
る
。
墨
の
残
り
が
悪

く
赤
外
線
写
真
で
か
ろ
う
じ
て
文
字
が
確
認
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
今
の
と

こ
ろ

醜

町

〆

釈
読
し
て
お
く
。

０
も
削
暦
で
三
片
に
分
か
れ
、
削
ら
れ
て
左
側
の
み
が
残
存
し
て
い
る
。
下

部
に
異
筆
で

「乙
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

①
も
削
暦
で
、
０
と
似
た
筆
跡
で

「乙
」
と
記
さ
れ
る
。

０
も
削
居
で
、
右
下
が
り
の
文
字
で

「吾
」
と
記
さ
れ
る
。
木
簡
の
右
側
だ

け
が
残

っ
た
も
の
で
、
左
側
に
偏
の
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

⑩
は
木
簡
下
端
部
の
削
婿
で

「不
足
」
と
書
か
れ
る
が
、
上
端
部
に
も
若
干

の
墨
付
き
が
あ
り
、
上
に
は
さ
ら
に
文
字
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

ω
は

一
部
破
損
し
て
い
る
が
上

・
下
端
と
も
原
形
を
と
ど
め
て
お
り
、
短
冊

形
の
本
簡
で
あ
る
。
表
側
に
は
四
文
字
分
ほ
ど
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
表

面
の
腐
蝕
が
激
し
い
た
め
判
読
で
き
な
い
。

⑫
は
完
形
の
付
札
木
簡
で
、
上
部
に
切
込
み
が
あ
る
。
上
端
は
角
が
落
と
さ

れ
て
や
や
九
く
整
形
さ
れ
て
い
る
。
材
の
厚
み
は
下
へ
行
く
ほ
ど
薄
く
な
っ
て

お
り
、
下
端
は
約
六
〇
度
の
角
度
で
斜
め
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。
墨
書
は
表
側

に

「白
髪
ア
五
十
戸
」
、
裏
側
に

「破
十
日
」
と
記
さ
れ
る
。
表
側
は
貢
進
地



名
の
み
を
記
載
し
、
裏
側
に
品
名
を
記
し
て
い
る
。
全
体
に
墨
書
は
極
め
て
明

瞭
で
あ
る
。
「髪
」
は
異
体
字
で
、
空
海
撲
高
山
寺
本

『察
隷
高
象
名
義
』
に

用
例
が
あ
る
。
「部
」
字
は

「
マ
」
よ
り
も

「
ア
」
に
近
い
。
「破
」
は
難
解
で

あ
り
、
岸
俊
男
氏
は

「緩
」
と

「
ス
キ

・
ク
ハ
」
の
二
案
を
提
示
し
、
後
者
を

妥
当
と
考
え
て
い
る
。
前
者
は
級
文
皮

（ヒ
キ
ハ
ダ
ノ
カ
Ｃ

と
い
う
解
釈
だ
が
、

数
量
表
現
が

「
口
」
で
あ
る
点
に
若
干
の
問
題
が
残
る
。
後
者
は
ス
キ

・
ク
ハ

（餌
・
鍍
）
と
い
う
解
釈
で
、
「十
日
」
と
い
う
数
量
単
位
も
相
応
し
い
。
ス

キ

・
ク
ハ
と
解
す
る
な
ら
ば
、
「白
髪
部
五
十
戸
」
は
鍬
の
主
要
貢
進
国
で
あ

る
吉
備
地
方
の
備
中
国
窪
屋
郡
真
壁
郷
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。⑬

は
木
簡
の
下
半
部
の
み
で
、
下
端
は
方
形
を
呈
す
る
。
墨
痕
は
あ
ま
り
明

確
で
は
な
い
が
、
内
眼
で
の
釈
読
は

一
応
可
能
で
あ
る
。
「十
」
の
部
分
で
木

簡
は
折
損
し
て
い
る
が
、
上
に
も
文
字
が
続
く
可
能
性
が
高
い
。
槻
報
で
は

「十
戸
」
よ
り
下
の
文
字
の
釈
読
が
保
留
さ
れ
て
い
た
が
、
「□
〔酎
即
Ｘ
と
読

ん
で
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
「十
戸
」
の
下
の
一
文
字
は
折
損
部
に
あ
た
り
、

墨
痕
も
薄
い
た
め
筆
跡
を
追
い
が
た
い
が
、
金
偏
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

⑫
と
同
様
に

「五
十
戸
十
品
名
十
数
量
」
の
記
載
と
み
て
よ
い
。

⑭
は
上
部
に
切
込
み
が
あ
り
、
上
端

・
下
端
と
も
に
圭
形
を
な
し
て
い
る
。

片
面
に
か
す
か
に
墨
書
が
あ
る
が
釈
読
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
は
出
土
状
況
か
ら

一
括
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
す
べ

て
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ω

「大
花
下
」
の
木
簡

の
存
在
か
ら
、
大
化
五
年

全
ハ
四
九
）
か
ら
天
智
三
年

全
ハ
エハ
四
）
を
大
き
く
は

外
れ
な
い
時
期
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
冠
位
を
記
し
た
ほ
か
の
木
簡

が
上

。
下
階
の
み
で
中
階
の
み
え
な
い
こ
と
も
、
天
智
三
年
ま
で
の
冠
位
制
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
木
簡
の
年
代
は
七
世
紀
中
頃
と
み
て
よ
く
、
五
十
戸

一
里
制
の
成
立
時
期
を

考
え
る
上
で
の
重
要
な
史
料
と
い
え
る
。

９
　
関
係
文
献

菅
谷
文
則

・
岸
俊
男

「飛
鳥
京
跡
第
五

一
次
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」

亀
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
　
昭
和
五
一
年
度
』
　

一
九
七
七
年
）

岸
俊
男

「
『白
髪
部
五
十
戸
』
の
貢
進
物
付
札
」
翁
日
本
古
代
文
物
の
研
究
』、

塙
書
房
　
一
九
八
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鶴
見
泰
寿
）




